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不
可
解
な
最
近
の

中
国
内
政
の
状
況

ζの
よ
うに
疋
到
な一
事
を
と
り
あ

げ
てみ
て
も 、

円以近
の
中
悶
内
政
の状

況
は
き
わ
め
て
不透
明で
あ
り 、
不
可

解
で
あ
る
とい
わね
ば
な
ら
な
い 。
去

る一
月初
旬
の
隠恩
来の
死
か
ら
七
月

初
旬
の
朱
徳
の死
に
い
た
る
期間 、
中

闘
では

一大安門
事件
をピ
！ク
と
ナ
る

政治的・
社会的激動が
つ
づい
たが

い
ず
れ
も一
つ
の

附伐がい
よい
よ
終

ろ
う
とし
てい
る
こ
とを
ひし
ひ
し
と

確
認
さ
せ
ず
に
はお
か
ない
も
のが
あ

っ
た 。
そ
のよ
うな
中
国内
部で
は、
天

安門
事
件以
後
も 、
ある
い
はむ
し
ろ

と
の
事件
の木
慣を
す
の
か・え
て
郡
小
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一官
る
の
も、
い
さ
さ
か
気が
ひ
げる
が、

V
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ルの
オ
リン
ピッ

V
ク
は
不愉
快
だっ
た 。
そ
れ
は
ソ
巡

仰
や
東欧
興
が
や
た
ら
に
強
く 、
米
国

m
お
よ
び
西側
諸国の 、
寒気
が
よ
ら

仰
な
かっ
た
ことが
理由
で
はない 口

内
むろ
ん 、
日
木が
もっ
と
メ
ダ
ル
を

一七
とっ
た
白 、
西側
諸
国が
もっ
と
活

一一

躍レ
てい
れ
ば 、
それ
は
そ
れ
で魁

似
し
い
こと
で
あっ
た 。
し
かレ 、
ス

%

 

仰
ポl
ツ
を
あ
ま
りに
悶威
発
揚的
視

批
点
から
み
る
のも、
よ
し
惑
し
だ
か

ん
ら 、

勝敗
の
こ£
で
は 、
と
やか
く

内
い
い
た
くない 。

協

そ
れ
より
も
はる
か
に
不
愉
快
だ

%
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次い
で
八
月一
目 、
中

恩認
は 、

外国
陶社
民の
み
な
ら
ず 、
外

交官、

新附
記
者ま
で
も
含
む
恥
在
外国
人へ

の
退
去
勧
告
とい

う描白に
出
た 。
こ

の
こ
と
も 、
木
来 、
緊
忽
怖
に
こ
そ
持

ち
場
を
離
れ
ない
こ
と
を
明話し
てき

し
た
オ
ー
スト
リ
ア
の
閣僚
級
使
節
閣

の
訪中
な
ど

も無期
延期
さ
れ
た 。
一

方 、
こ
の
九
月に
大
阪
で聞
か
れ
る

中
関製
審物

衣料の
湖談
会
は 、
中
国

側
聞係
者の
来
日に
よっ
て一
応
刷
能

さ
れ
る
と
の

宛授が
去
る
八
月
十日
に

会に
与
え
た
勤
掘は 、
だ
んに
人的・

物的
損
笥
とい
』Zm
か
ら
だ
け
で
は
な

く 、
む
レ
ろ
政
治
的・
社会
的に
きわ

め
て
重
大
な
もの
を
宮
ん
でい
る
よ
う

に
思
わ
れ
る ロ
こ
うし
て 、
中
国
は
今

日 、
ま
さ
に
「地
辺パ
ニッ
ク」
（
伊

藤
〈
正〉
共

同特派
民活）
に
見
舞わ

れ
てい
る
とい
うと
と
が
で
き
る 。

い
うま
で
もな
く 、
今
回
の
河
北
大

池辺
は 、
宅
、思県
体制
の終
結
期に
あ

る
今
日
の
中
閣
の
政治
的・
社会
的
議

囲
気
のな
か
で 、
ま
さ
に
中
国の
心
臓

部
を
駿
一恕
し
た
も
の
で
あっ
た 。

し
か
も
地一出
発
生後に
中
間一当
防
は

米 、
日 、
英、
フィ
リ
ピン
な
ど
の諸

国に
よる
救
援
物
資
制供
の
申し
出
を

「
自
力
更生 、
刻
苦
布市
闘
の精
神」
の

ゆ
え
に
悶辞し 、
さ
ら
に
各
国
邸
玄寸

嶺雄中ll烏

社
会
主
義
建

設
の
思
わ
ぬ
陥
界、

明
ら
さ

ま
に

た 。
こ
うレ
た
不透
明な
政
治
的・
社

会
的
状況が
つ
づ
い
た
臨
後
に
今
聞
の

犬地艇
は
発
位
し
た
の
で
あ
る 。

重
大
事
態
に
そ
な

え
る
真
剣
な
北
京

先月二
十八
日早
朝 、
中
国河
端省

唐
山市
を
中心に
発
生
し
たマ
グニ
チ

ュ
ー
ド
7
3
の

大掛柱、
中
国
に

甚大
な
被径
を
も
た
らし
た
のみ
忽
ら

ず 、
二
、必
削
たっ
た
今
日
で
も 、
な
お

終
憶
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り 、
中

国

外務省
は
八
月
十
日 、

現ω地
中山
科］

報

を発し 、

北京はい
ま
な
お
非
常
体

制下に
お
か
れ
てい
る 。

従っ
て 、
事
態

は前動
的
で
あ
り 、

そ
のよ
うな状
況に
お
い
て断
定
的
な

結
論
は
く
だせ
ない
ば
かD
か 、
隣
凶

の
禍い
を
坐
視
する
に
忍び
な
い
も
の

が
あ
る
が 、
今
回
の
大地
践
が

中悶祉

． 

か
ら
の
叔
般
物
資を
も
辞
退
し
た
の
で

あ
る 。
中
国
政府
自
身 、
これ
ま
で地

夜
発生
閣
に
たい
し
ては 、
その
友
好

度
に
応
じ
た
欽
援
活動
を
お
こ
なっ
て

き
てい
る
の
である
か
ら 、
との
よ
う

な
同辞
は 、
い
か
に
「
自力
更生 、
刻

昔話
闘」
のため
と
はい
え 、
国
際
礼

秘
に
そぐ
わ
ない
も
の
で
あ
り 、
ま
た

悶
際逮捕
の紡
神を
も
無に
する
も
の

で
あ
る 。
俗
な
見
方
を
す
れ
ば〈
依

他地〉
とも
ハ
ヤセ
我
慢〉
と
も思
わ

れ
る
中
国
の
こ
の
対
応の
背
mmに
は 、

「走
路派」
出
判
に
よっ
て
国
際
ホ〈
痴

その
も
のが危
険
視さ
れ
てい
る
状
況

が
硲
在
し 、

外部
世界
か
ら
の
イン・

プッ
ト
が 、
た
と
えば

衣話 、

薬品

な
ど
中川
の製
品
と
は
水
純の
巡
う物

資
が
流入
する『」と
に
よっ
て、

中国

社
会
の
現状
に
たい

ずる悩
乱袈
悶
に

な
る

こ£を防
止
する
ため
の
配掛
で

あ
る
か
も
し
れ
ない 。

現

た
「毛
沢東
慰
湖沼」
の
脳
神
に
反ナ
る

こ
と
で
あ
る
が 、

外国
人
は別
だ
とい

っ
ても 、
「
毛、以
東
思
想
は
世
界
を
照

ら
す」
はず
で
あ
る
の
で、
や
は
U
き

わ
め
て
輿
例な
国
際
恒
例
に
も
ない
出

方
で
あ
る 0
と
うし
て
中
国
は忽
拠 、

あ
た
か

も前世紀
来
か
ら
今世
紀
初
践

の義
和
団
事
件当
時
の
よ
うな
MHMO

HH。MMVou
E

外国
人敏いH

の風
潮

を
器
レ
は
じ
め
た
の
で
あ
る 。
中
国
内

部
で
の
諸外
国と
の
交流
を一
時
中
断

し
ょ－
？と
する
こ
うし
た
袋鈍
は 、
き

わ
め
て強い
も
の
で
あ
り 、
た
と
え
は

親
中
国団
体
と
し
て知ら
れ 、
最近 、
金

悶
大会
を
捌
い
た
ば
か
れン
で 、
そ
の
報

告
か
た
が
た
定
非と
も
中
国
側
に
接
触

し
たい
事
情が
あ
る
はず
の
日
中
友
好

協
会
〈正
統〉
木部

代表団の
訪
中
も

キャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
し 、
中
国
と
の
関

係
が
き
わ
め
てよい
オ
ース
ト
リ
ア
対

中

国文化友
符組
絡
協会
が
ア
レ
ン
ジ

あっ
た
の
で
あ
る
か
ら 、
貿
易
取引
き

も 、
中
国
国
内
でお
こな
わ
れ
る
場
合

に
か
ぎ
白 、
それ
を全
面
ス
トッ
プ
し

てい
る
の
で
あ
る 。
い
かに 、

北京
が

智
瑞
体
制
に
あ
ろ
うと
も 、
これ
ほ
ど

ま
でに
徹
底
し
た
鍋
ロ
が
と
ら
れ
る
の

は 、
や
は
り
異
例
の
こ
と
で
あっ
て 、

こ
のよ
うな
中
国側
の
品約
は 、
今
日

の
中闘争｝
波う
不透
明な政治的・
社

会
的
状
況に
お
い
て 、

外部
世
界の
偶

然
者
を忌
避
し
よ
う
と
する
樹
勤
だと

も
思
わ
れ 、

外部
世
界に
知
ら
れた
く

ない
諸
結
果
が
そ
こに
生む
つ
つ
あ
る

とい
弓感触
さ
え
うか
が
わ
れ
る
の
で

あり心 9そ
の
誌
の
理
由が
ど
こ
に
あ
る
の

か、
現
附
点で
は
雌
測
の
域
を
出
な
い

が 、
い
ず
れ
に
せ
よ
中

顎混
同
今

後起
り侍
る
様々
な
盛
大一事
態に
そな

え
よ
2 、
民
剣に
なっ
てい
る
よ
う

に
思
わ
れ
る 。

qR
SS
S
雲副島

血
祭に
上げ
よ－
マ乙
レ
た
所
に 、
第

一一一
世
界
とや
ら
の
「
弱い
も
の
い
じ

め」
が
あ
る 。

も
う一
つ

不愉快
な
の
は 、
力
ナ

ダ
政
府
が
台
湾
選手に
「
中
華
民

国」
とい
う正
式
国名

や悶換
を
使

用
さ
せ
ず、
つ
い
に
同
国
が
不参
加

に
終っ
た
こ
と
で
あ
る 。
過
去の
才

リ
ン
ピッ
交
で
は 、
参
加
凶
の
資
絡

を
き
め
る
のはI
O
Cの
仕
事
で 、

主
催国
は場
所
を
提
供
する
だ
け
だ

っ
た
そ
宝だか 、

今回はカ
ナ
ダ
政

府
が参
加聞
の
問題
で
く
ち
ば
し
を

入
れた
わ
りだ 。
恐
ら
く
北
京
を
刺

激
する
こ£を
恐
れ
て
で
あ
ろ
う 。

向
者ともフェ
ア
で
は
な
い
が 、

中
国
民
衆
に
窓
虚

な
毛
沢
東
の
言
葉

それ
に
し
ζも 、
今
闘の
地
辺
は 、

中
国
社会
を
その
内
部
か
ら
大き
く以
』－
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摘
さ
せ
た 。
まず
第一
に
「
毛
沢
東
思

想」
に
謹
づ
く地
以
予
知
の
大衆
路
線

を誇
示
し
てき
た
中
闘
が 、
今
回 、
地

問い
予知
に
成山
レ
な
かっ
た
こ
とに
よ

っ
て 、

「毛
沢氏
思想」
の
神
話の一

つ
が
出
えた
こと
で
あ
る 。
「毛
沢
東

霊」
ざ
る
守
すれ
ば 、
ぺ
人は
夫

に
勝
つ」
こ
と
を紋
えら
れ
てき
た
中

間民
衆に
と一J
て 、
肝
附け
の
中
間
中
継

部の
地
以
が 、
予知
でき
な
かっ
た
こ

と
の
術
バム｝ 、
その
投
削
は 、
さ
ぞ
か

し
大
き
な
も
り
で
あっ
た
はす
で
あ

る 。儲ニ
に
は 宅

地民
発
生後 、
府
山
地

区の
似
旧
活動
が軍
民
協
力
のも
と
に

一
糸
乱
れ
ず
お
こ
なわ
れ
てい
る
と
の

報
道に
も
か
かわ
ら
ず 、
と
れま
で
十

分に
政治
的・
思想
的
制球を
受け
て

き
た
はず
の
中国民
衆
が 、
突
発
の地

市民に
際
レ
てはや
は
りパニ
ッ
ク
状
態

に
陥っ
た
こと
で
あ
り 、

北京
か
ら
の

報
道
に
よる
と（
八
月
二
日付
伊
麟

〈
正〉
共
同
特派
員）
二
説
に

は百万

に
も
の
ぼ
る
とい
う
死
者（
七
月三
十

一
日付
ブ
ル
ガ
リ
ア通
信
北京
特也）

の
多
く
は 、
そ
のよ
うな
集
団パ
ニ
シ

ク
状
態の
混
乱
の
な
か
で 、
アパ
ー
ト

の
階
段
に
殺
倒
し
た
り 、
窓
か
ら
外回

飛び降
りた
りレ
て生じ
た
も
の
だっ

た
とい
わ
れ
てい
る 。
この
こと
自
体

は 、

当然
の 、
あ
る
い
は
同悩
ずべ
き

事
態であ
やと
はい
え 、
人心
の
動舗

とい
乏保
で
は 、
こ
こに
も
事
態の
深

刻
注
が
宿さ
れ
てい
よ
う 。

第
三
に
は 、
白
木
人
死
者
も
出
た
鹿

山
民館

やほ新ピ
ル
の
北
京
飯
店、
そ

し
て
北京
の一
つ
の
シ
ンボ
ル
で
も
あ

る
北京
百
貨
大楼の
例
に
見ら
れ
る
よ

うに 、
中
閣の
建造
物
の耐
良
性
の
低

さ
が一
挙に
露
呈
し
た
こ
と
で
あ
る 。

そし

て錦四
に
は 、
中
闘
の
工
業
俗

計
酬の
大
き
な
制点
が
今
聞の
地
辺
に

よっ
ては
か
らず
も
泌
引お
し
た
こ
と
で

あ
白 、
中
凶
の
新
興
工
業地
裕
の
多
く

が
地
山
部
に
沿っ
て耐一以
性を
考
贈
せ

ず
に
建
設さ
れ
てい
た
ら
し
い
こ
と
が

ほ
ほ
附
臼に
なっ
た
こ
と
で
あ
る 。
新

興
の
六世
油
田
の
大
き
な
被官
が推
測

さ
れ 、
あ
る
い
は
原
版工
場
が出
減
レ

た
の
で
はない
か
と
の
推
測
も
あ
る 。

と
も
あ
れ、
「
深

く地下
道を
掘
り、

広
く
食ねを
貯
え 、
関
根を
求
め
な

い」
とい
うスロ
ー
ガン
や
「戦
争
に

耐
え 、
災
市一一聞に
耐
え 、
人
民の
た
め

に」
と
の
スロ
ー
ガン
が 、
対
ソ
樹戦

体制の
強
出
とい』
立白山
か
ら
も 、
もっ

と
も普
泣
し
た
スロ
！
ず〆
であっ
た

だ
げに 、
この
よ
うな
スロ
ー
ガン
が

平を
ス
ケl
プゴ
l
ト
に
レ
た
別
件
処

預り
仕
方
のゆ
え
に
（

天安門
事件
に

か
ん
する
こ
のよ

う起見
方に
つ
い
て

は、
加
楠「
再
構
成・

未知情門事
件
、

中国
外
務
省報
道
局ス
ポ
i

ク
スマ
『
中央
公論』
一
九
七
六年
九
月号 、

一
ンの
言
明
（八
月三
日夜）
に
よ
れば
参
照）
、

各地
の
不穏
な
情
掛が
駿
統

一
「
毛
沢東
主
席は
軍
事
建
議
と
して
お
り 、
たし
え
ば四
月
のジ
速

五
京地
区
での
強い
地誌
発生
の
恐

大使
館
燦
警件 、
五
月の
各
地
で
の

一
れ
に
も
か
かわら
ず 、
依
然
と
しゲ
北
ナ
ゾの
大火
災、
七月
の
福…
製
区司

一
京に
と
ど
まっ
てい
る」
と
の
き
で

令・
皮
議のナ
ゾの
蒜
控

率 、

一
あ
る。
そ
し
て 、
こ
のス
ポ
！
ク
スマ

一迩
の
人
民
解
放軍
正
塑〈
と民共と

一
ン
は 、
毛
沢
東
の健
康恵
佑
税を
強
く

の
姑抗
現
象
な
ど
が
相
次い
だが 、
さ

一
否定
し
た
の
で
あっ
た 。
も
し
も 、
毛
らに
こ
の七
月
二十
日
から
は
外
国
人

沢民
の
震
が
推測
さ
れ
る
とお
り
の

留学
生の
中
圏
内
旅
行
が 、
「
中国

一
パ
i
中ンジン民病
だと
すれば、
当
では現在、
階級
闘争が
おこな
わ
れ

一
面、
生命
に
は別状
ない
と
もい
わ
れ
てお
り、
皆さ
んの
重
喜岡山し
な

一
てい
る
だ
けに 、

委長
体制の
終絡

げれ
ば
な
ら
ない
か
ら
で
あ
る」
と
り

百を
迎え
た
今
日
の
中闘
に
は 、
きわ

習
で
請さ
れる
こ
と
にも
な
っ

一
め
て
やっ
かい
な
政
治
状
況が
な
お
留
，

一
くつ
づ
く
の
か
もレ
れ
ない 。

一
去
る六
月
十五
日 、
党
中
央の
決定

一
だ
と
し
て
毛
沢東
の
外国
要
人
との
会

一
見中
止が
中
間
外

務省純
白
で
伝えら

一
れ
た
が 、
ζ
の描
間
は園
内
に
は
ま
だ

一
報ぜ
ら
れ
てい
ない
も
の
で
ある 。
こ

一
れ
ま
で 、

毛主
席
の
健在
を
外国
要
人

－
との
会見
記
事
や写
真に
よっ
ての
み

一
教
え
ら
れ
てきた
中
国
民
衆は 、
今
後

一
ど
の
よ
うな
か
た
ち
で
その
健
在
を
唯

一
か
め
る
の
で
あ
ろ
うか 。
す
でに
久
し

一
く
公
衆
の
間前に
資
を
見
せ
たこ
と
の

一
な
い
毛
沢
東
は 、
こ
のま
ま
中国
民
衆

一
の
前
に
演
を
あ
ら
わ
す
こ
とな
く 、
や

一
が
て
天
…戸市
を
完
う
する
の
であ
ろ
う

か D

s
sssssa
s

 

っ
た
のは 、
一
つ
に
は
ア
フ
リ
カ
消

し
か
レ 、
こ
んな
馬
鹿
げた
行
動
が

閣の
態
度
で
あ
る 。
つ
ま
り 、

人程

正
当
化
さ
れ
る
な
ら 、
次の
モ
ス
ク

差
別
をレ
てい
る
関
アに 、
ニュ
l

ワ・
オ
リン
ピy
ク
は
ど
うなる
だ

ジ
l
ラ
ン
ドが
ラ
グビ
ー
チ
iム
を

ろ
う 。
た
と
え

ば共・蛍靖
国や
第三

送っ
た
こ
と
に
抗
識
し
て 、
アフ
リ

世
界
と
祢
する
国々
が
手
を
組
ん

カ
諸
国
が
オ
リン
ピッ
ク
を
ボ
イコ

で 、
あ
る国
の
参加に
反対
レ 、
そ

シ
ト
し
てし
まっ
た
乙
と
で
あ
る 。

の

反対が
入れ
ら
れ
な
り
れ
ば
ボ
イ

し
かレ 、
南
アに
選
手
団
宇返っ

コッ
ト

だと脅
迫
する 。
ま
た
主催

た
のは、
ニュ
i

閣
のソ
連
は
H

国

ジ
i
ラン
ド
だ
り

攻

台
。

外
こ

あ

る

も
D

際
政治H
上の
即

〆

『”副
て、
，
，Ew
d－
BEE
－
4
・
4
・－
，、

～

で
は
ない 。
英 、

a
・

1
！

慮
か
ら 、
その
よ

持
在する 。
し
かし
良い
政
治
と
一寸

仏
も
そ
うだ
し
米
国
も
体
操
選
手
国

うな
皮
西
側
の
声に
問
調ずる・・・ 。

は 、
そ
の
限
界
を
知っ
てい
る
政
治
W

を
送る
計一間
だ
と
い
う（
「タ
イ

万一
その
よ
うに
な
れ
ば 、
オリ
ン

む
注
であ
ろ
う o
すべ
てを
政
治勾

ム」
誌）
。

何
か
とい－
Z
人種
差

ピッ
ク
は
国
援組
合
と
同
質
の…
霊
的
視点
から
し
か見る
こ
と
の
で
き
m

別
と
騒
ぐ
のは
ど
ゑと
思
うが 、

に
なっ
てし
ま
之

氏
警
は 、
疑
似
宗教
化
する
と
似

し
かしニュ
ージ
ー
ラ
ン
ドに
抗
議

そう
でな
く
ても 、
最近
は
政治
共
に、
政治
の
独
裁
を
生
む 。
つ
ま
切

ナる
な
ら 、
英、
仏 、
米
に
も
抗
践
す

が
横
行レ
すぎ
る 。
教
育
や
研
宛の
り
は悪
し
き
政治
であ
る 。
その
態

小

る
のが、
一
応
の
ス
ジ
だろ
う 。
そ

た
め
の
機
関
で
あ
るユ
ホ
スコ
で
す
し
さ
政治
の横行がモン
ト
リ
オ
i
～

れ
を
避
け
てニュ
lジ
1ラン
ドを

ら 、
政
治
の
紛とさ
れ 、
アラ
ブ
ル
で
み
ら
れ
た
の
で
あ
るo

mHW
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山円
か
に

非実態
的
な
も
の
で
あっ
た
か

を
突
践
的
に
知
ら
さ
れ
た
こ
と
の
街
般

は
大
きい
で
あ
ろ
う 。

北京
が
原
爆に

も耐｝える
と
自慢
レ
てい
た
大
規
模
な

地下
泌
が
ど
うなっ
てい
る
の
か 、
こF

の
点で
の消
息は
な
い
が、
も
し
も地一

下総
が
破
壊
さ
れ
てし
まっ
てい
る
と一

す
れ
ば 、
と
の一
点に
お
い
ても
中
国一

の
威
信と
政
策
選
制は
大

きく煩わ
れ一

る
は
ず
な
の
で、

外部
世
界の
観察
者一

に
は
その
事
突を
知
ら
れ
た
く
な
い
の一

であ
ろ
う 。

一

以
よの
諸
点は 、
「

毛沢東
思
想」
一

に
依
拠
し
た 、

人閥
の主
観

的能動
性一

に
基
づ

く社会
主
義
建
設
の思
わ
ぬ
陥

弊を
倒
ら
さ
ま
に一部
レ
出
し
た
も
の
だ

とい
え
よ
う 。
この
陥
弊に
気づ
い
た

と
き 、

中国は
ま
さ
に
「
工業、
従
業、

国防 、
科
学技
術
の
現
伐
他」
とい
う

H
四
つ
の
現
杓也H

路線
に
本括
的
に

若
手
すべ
き
であ
る
うが 、

このよ
う

な
路線
を
中
国は
「
走
資
派」
路線
と

し
て強
く
拒
否
し
てレ
まっ
た
ば
か
り

で
あ
る 。
そし
て 、
今
闘
の地
以
を
論

じ
た
八
月
九
日
付
『
人民
日報』
の短

評
「一
つ
の
育跡」
は 、
ま
た
も
や

「
共庇
覚
の指
一時
の
もと
では 、

人閥

さ
え
い
れ
ば 、
ζの
世の
ど
ん
な
奇跡

でも
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る」
と

の毛
沢
東
の
雷
架を引
用
し
て民
衆を
一

鼓舞
し
てい
る
が、
ζの
言葉
は
もは一

や
中国
民
衆に
とっ
て 、
あ
ま
りに
も一

空
雌
な
も
の
で
し
か
ない
の
か
も
レ
れ一

な
い o
u（
8
月
日日
記）
H

一

（
東
京
外
語
大
助
教
建

震撼する毛沢東体制　社会主義建設の思わぬ陥穽、明らさまに　言論人-1976.08.25


